
 

 令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立辻南小学校 ）     学校番号 １０１                             
目 指 す 学 校 像 かしこく やさしく たくましく ～花と歌と愛にあふれる学校～        

          

重 点 目 標 

１ 「『個別最適化した学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」による授業改革 
２ 「認め・褒め・励ます教育」と組織的な体制の充実による、安心・安全な学校の実現 
３ スクール・コミュニティでの連携・協働の推進で「地域とともにある学校」の実現 
４ 自ら学び互いに高め合う教師集団と互いに支え合う同僚性の高い職場の実現 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調

査において、市平均と比較し国語は概ね平

均、算数はやや低い。 

○日頃の学習の様子から、自らの興味のある

ことについて調べ、発表することに意欲的

に取り組む児童が多い。 

〈課題〉 

○全国調査、市学習状況調査では、国語・算

数とも「知識・技能」・基礎問題が市平均

よりやや低く、反復・習熟が不十分。 

○国語では「書くこと」に課題があるため、

自分の考えを適切に表現することが難しい

児童が多いと考えられる。 

○ＩＣＴの活用状況に学級差があるので、児

童の発達段階に応じつつ、教員の活用力向

上を進めていく必要がある。 

・「個別最適化

した学び」と

「協働的な学

び」の一体的

な充実に向け

た、ＩＣＴの

活用と授業改

革 

①「学びのポイント（じ・し・ゃ・

ク）」の視点に基づいた授業公開

を全教員が年１回以上行う。 

②アンケート等の教育データを活用

し、「学びの指標」を基にした指

導方法の改善を図る。 

③ＩＣＴの効果的活用を目指し、情

報共有や実践の共有を行う。 

①全教員が視点を明確にした指導案

を作成し、年１回以上の授業公開 

②「学びの指標」２回、スクールダ

ッシュボード「授業アンケート」

各学期１回実施 

③ＩＣＴ活用に係る研修を実施、市

学習状況調査「ＩＣＴを活用した

学び」項目が前年度より向上 

①全教員が視点を明確化した「イチオシポイン

ト」を記載した指導案を作成し、ＩＣＴを活

用した授業公開を行った。 

②学びの指標対象者 23 名中、第 2 回向上 15 名

同 3 名下 5 名であった。低下した者でも、全

項目ではなく 1項目以上は向上があった。 

③６年全国学調では、タブレット使用９割以上

（不使用人数昨年と同じ）であった。 

B 

・校内研修の振り返りでは、ICT の

よりよい活用方法や個別と協働の

在り方などが課題に挙がったの

で、学習状況調査等で児童の実態

を踏まえ、研究主題や研修計画を

見直して、研修しながら授業改革

を推進していく。 

 

・授業参観では、自己肯定感をも

って発表する姿が見られた。 

・タブレットの利用が進み、子ど

もたちのスキルも向上してい

る。 

・ICT 活用が進む反面、デジタル

に頼ってしまい、読み書きのス

キル、自分で考える力や国語力

をどう向上するかが課題にな

る。また、予習にもタブレット

を生かしていけるようになると

よい。 

・今後子どもたちに付けたい力と

して、自己アピールすることが

必要ではないか。ディスカッシ

ョンやプレゼン等を通し、自分

の意見を発言できる場を増やし

ていきたい。 

・基礎学力の定

着 

①「学力向上カウンセリング学校訪

問」研修を実施し、学習状況調査

を基軸にした指導方法の検証・改

善を行う。 

②家庭学習・自主学習の進め方を見

直し、教員全体で児童の学習を支

える体制を構築する。 

①講師を招聘した研修を実施、「学

力向上ポートフォリオ」で調査結

果の分析・考察して授業改善策を

提示・達成 

②市学習状況調査５・６年「学校の

授業以外の学習時間」項目が前年

度より向上 

①教育委員会指導者より学力向上カウンセリン

グ研修を受け、その後校内研修で、R5 市学習

状況調査を基に実態把握・分析を行った上で

２学期の授業実践・公開に臨んだ。 

②見直した学習の進め方を児童・保護者へ配

布。宿題の確認・コメントは担任だけでなく

副担任も行った。自主学習コーナーは年間を

通して取り組んだ。６年全国学調では、30 分

未満・全くしないが R5 の 4.7→R6 は 3.1 にな

った。 

A 

・学習状況調査の分析では、校外で

の研修会の手法を取り入れ、分析

をより深め、全教員が授業実践に

生かす取組を継続する。 

・今年度見直した家庭学習・自主学

習の進め方や掲示を継続し、浸透

を図る。教員全体で児童の学習を

支える体制も、働き方改善につな

がるので継続する。 

2 

〈現状〉 

〇心と生活のアンケート「自己信頼」項目に

おいて、肯定的回答が７割である。 

〇R5 年度、ケガによる保健室来室者は減少し

たが、１年生は増加した。 

〈課題〉 

〇児童一人ひとりの状況を的確に把握し、適

切なタイミングで組織的に支援・相談して

いく体制の構築が必要である。 

〇児童が自ら危険を予測したり、回避したり

する力をはぐくむことが課題である。 

・「認め・褒

め・励ます教

育」で児童一

人ひとりへの

細やかな教育

支援・相談に

向けた校内体

制の充実 

①全教育活動を通じ児童のよさに着

目した「認め・褒め・励ます教

育」を家庭・地域に周知する。 

②アンケートや面談等の記録を蓄積

し、児童の状況を把握する。 

③生徒指導と教育相談合同で主催す

る定例委員会を全教職員で実施

し、チーム支援体制を構築する。 

①「認め・褒め・励ます教育」を諸

会議・各種たより・懇談会等で周

知、学校運営協議会での熟議を基

に具体的方策を提示 

②心と生活のアンケート「信頼自

己」肯定的回答 73%以上 

③定例委員会を定期的に開催 

①③コーチング研修は、小・中・保護者合同研

修会とし、研修後は校内で教職員の振り返り

を実施した。定例委員会で全教職員が児童情

報を共有することもできた。縦割りの辻南っ

子まつり、学年行事での「考動」を意識した

指導や取組等、「認め・褒め・励ます教育」

によって子どもたちの自主的実践的な活動が

見られた。 

②「信頼自己」肯定的回答 89%  

B 

・教職員からコーチングによる児童

の変容について効果が聞かれる一

方、児童や保護者から教職員の児

童への接し方について課題も挙が

っている。教職員間で研修したり

自らの指導を振り返る場をもった

りすることで、教職員のスキル向

上を図る。 

 

・教職員の指導に、褒めて伸ばす

教育の定着が感じられる。一方

で、危険が伴う場面では厳しさ

も必要ではないか。怒ると叱る

を分けて対応できるとよい。 

・不審者が多発しているので、学

校・保護者・地域が三位一体に

なって危機管理できるとよい。 

・あいさつの取組はよかったの

で、継続したい。 

・子どものケガの増加、体力低下

が心配される。体を動かす場面

が増えるとよい。 

・安全な生活の

実現に主体的

に取り組む児

童の育成 

①安全な生活への意識を高めるた

め、関係する分掌の教員が児童委

員会の活動と関連付け、児童を協

働した取組を推進する。 

①児童委員会による学校保健委員会

や生活朝会、集会活動を実施 

②学校評価アンケート安全の項目で

否定的回答の3％以下に削減 

①運動委員会等のキャンペーン、健康委員会の

学校保健委員会での発表など、児童委員会に

よる安全・健康に関する取組を実施できた。 

②「安全指導」否定的回答：保護者 2％、児童

（災害）2.7％、（保健）8.9％ 

B 

・けがによる保健室来室者は前年度

より 93 名増加。体力や運動能力へ

の配慮が必要である。児童の意識

を高める取組を継続していく。 

3 

〈現状〉 

〇コミュニティ・スクールでの重点的取組を

「あいさつ」とし、学校運営協議会の熟議

に代表委員児童が参加した。 

〇市学習状況調査では、地域との関わりに関

して肯定的回答が市平均を上回った。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会への児童参加を継続できる

ようにしていく。 

〇保護者から情報発信の方法について改善し

てほしいという意見が寄せられた。 

○コロナ対応が終わったので、地域や保護者

と連携した活動を活性化していきたい。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

で推進する児

童の健全育成 

①コミュニティ・スクールでの方策

を実現するため、学校運営協議会

で代表委員児童と委員が話し合う

場を設定し、協働した取組を実施

する。 

①学校運営協議会への児童参加 

②学校評価アンケートで家庭・地域

との連携に関する項目で肯定的回

答 90％以上 

①第 2回に南風委員会児童が参加し、その後南

風委員会による学校をよりよくするキャンペ

ーンを全校で行うなど、コミュニティ・スク

ールと連動した取組ができた。 

②「連携」肯定的回答：保護者 93%児童 83％ 

A 

・学校運営協議会で児童を支える視

点の確認→児童参加→児童会活動

への反映→学校生活の充実のサイ

クルができてきているので、参加

した児童以外に連携を伝えたい。 

 

・地域行事への参加者が増えた。

教職員の参加も感謝している。 

・代表委員会児童に「考動」が浸

透しているのを感じた。学校運

営協議会で児童と直接話し合

い、生の声を聴くことができ、

よい刺激になった。 

・辻地区では、小・中・高の連携

もある。ここに地域も関わり盛

り上げたい。子ども達が高校生

に憧れをもつことができるよう

に、合同で行う活動を増やして

いくことも大事ではないか。 

・家庭や地域と

の連携・協働

による教育活

動の展開 

①保護者・地域等が関わる教育活動

を全学年の教育課程に位置付け、

実施する。 

②様々な教育活動を公開するととも

に、デジタルサービスの導入で情

報発信方法を改善、学校ホームペ

ージの定期的更新を行う。 

①学校・家庭・地域で協働した教育

活動の実施 

②各学年学期１回以上の教育活動公

開、デジタルサービス導入・活

用、学校ホームページ週１回以上

更新 

①年間指導計画に位置付けた教育活動の実施の

ほか、地域と連携した盆踊り練習会、PTA 主催

のエコフェスタ等のイベント、教職員の地域

行事への参加等、連携・協働した取組が実施

できた。 

②デジタル配信サービスで学校・PTA・地域の情

報が発信できた。学校 HP の定期的更新も行っ

た。次年度に向けた集金デジタル化の準備も

進めているところである。 

B 

・学校評価保護者回答では、「連

携」４項目は向上があったが、

「公開」は否定的回答が 4%増え

た。次年度も学年行事の積極的な

公開と、授業公開日を設定する。

学校だより裏面で次月の予定を掲

載し、今後も教育活動の広報と公

開に努めていく。 

4 

〈現状〉 

○教員が学びたい教科を選択する研修スタイ

ルを実施している。 

○経験年数の浅い教職員が多い。 

〈課題〉 

○経験値の差をカバーし、学び合う仕組みづ

くりが求められる。 

○持続可能な働き方を目指し、より働きやす

い職場にしていくことが課題である。 

・自ら学び互い

に高め合う教

師集団をつく

る研修の実施 

 

・同僚性を高め

た働きやすい

職場の実現 

①学校課題研修は自ら学びたい教科

を選択しつつ、メンター・メンテ

ィ手法を用いた体制とする。 

②持続的な働き方を推進するため、

休憩時間の確保・勤務時間調整・

「定時退勤日」を実施する。 

③管理職が率先して教職員の声に耳

を傾けて職員室の同僚性を高め、

働きやすい職場環境をつくる。 

①学校課題研修においてメンター・

メンティ体制での研修実施 

②45 分休憩を確保する日課表策定、

調整による確実な休憩時間の取

得、毎週水曜日の定時退勤の実施 

③学校評価アンケート教職員の資質

向上、職場環境項目の肯定的回答

80％以上 

①3ヵ年研修の１年目。各教科グループで、ICT

活用した授業づくりに成果を感じた振り返り

が多かった。教職員が学んだ見識を伝え合う

自発的な「プチ研修」も始まり、学び合いの

雰囲気がさらに醸成された。 

②本部教職員の副担任制により、事務量の多い

学級事務を分担するようにした。時間外勤務

平均は、R5 より 14ｈ6ｍ減少した。 

③「自らの資質を高める時間確保」91％、「協

力して気持ちよく働くことができる」100％ 

A 

・メンター・メンティを考慮してグ

ループを組み合わせたが、違う教

科では学び合いが難しかった。 

・「時間確保」に課題を感じる教職

員もいるので、経験年数や担当学

年、校務分掌等を考慮し業務分担

を進める。時間外の保護者対応削

減のため、勤務時間への理解が得

られるよう、様々な場面で周知を

図っていくようにしていく。 

 

・教員個々のペースを大切に、若

手のよさを生かせるとよい。 

・保護者対応は、子どものことを

一番に考え、教員が遠慮しない

でほしい。 

・ICT 活用で、教職員の働き方が

改善されたのがよい。子どもの

ためには、教職員の心の安心安

全を守ることも大切である。 

・外部だけでなく保護者にも専門

家がいるので、活用したい。 
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令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 辻南 小学校 ）     学校番号 １０１                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 進んで学び、心豊かで心身ともにたくましい児童の育成  かしこく やさしく たくましく        

目 指 す 学 校 像 かしこく やさしく たくましく ～花と歌と愛にあふれる学校～        

          

重 点 目 標 

１ 「『個別最適化した学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」による授業改革 
２ 「認め・褒め・励ます」教育を基盤とした組織的な心のサポート体制の充実 
３ スクール・コミュニティでの連携・協働の推進で「地域とともにある学校」の実現 
４ 学校安全体制の充実と Well-beingの実現に向けた教職員が働きやすい環境の整備 
５ 自ら学び互いに高め合う教師集団と互いに支え合う同僚性の高い職場の実現 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○R6 市の学習状況調査において、市平均と比較して

国語は概ね平均、算数はやや低い。 

○市調査「学びに向かう力」において、教科への関

心は市平均よりやや高く、日頃の学習の様子か

ら、意欲的に取り組む児童が多い。 

〈課題〉 

○個人差が大きく、個別の支援の必要がある。 

○国語では「書くこと」に課題があり、自分の考え

を適切に表現することが難しい児童が多い。 

○算数では、「数と計算」領域について３～６年各

学年課題がある。 

「個別最適化した

学び」と「協働的

な学び」の一体的

な充実に向けた、

ＩＣＴの活用と授

業改革 

①「学びのポイント」に基づく授業公開を

全教員が実施する。 

②教育データから児童状況と課題を把握

し、研修と連動して授業改善を行う。 

③「ｶﾘﾏﾈﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟ」を基に、児童が資

質・能力を活用・発揮する場を設定

し、教科横断的な学びを促進する。 

④習熟を図る学習・自主学習・家庭学習の

見直しで基礎学力を向上する。 

⑤考え伝える力を向上する読書活動を推進

するとともに、学校図書館を活用した

学習活動を充実する。 

①全教員が学校課題研修を基に手立てを講

じた授業を実践（２学期） 

②「学びの指標」第 2回が第 1 回より向上 

③「ｶﾘﾏﾈﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟ」の作成、マップへ

「発揮する場」の位置付け（１学期）、

マップの修正・報告（２学期） 

④市学習状況調査結果 国語「書くこと」

算数「数と計算」正答率の向上 

⑤学校図書館年間貸出数が前年より増加 

①研究課題「考えをもつ・広げる・深める」に焦点

を当てた手立て「イチオシポイント」を明記した

指導案を基に、全教員が公開または研究授業を実

施した。 

②学びの指標 1 回と 2 回平均比較：主体,探究,ICT,

基礎の全項目向上 

③「カリマネデザインマップ」見直し（全体では夏

季・学年末２回、学年会で随時） 

④全国学調では、国語では自分の言葉でまとめるこ

とに課題、算数は向上が見られた。 

⑤年間貸出数は R6:28,867 冊 R7:26,670 冊と下回っ

た。R7 は高学年が来館できず減少したと思われ

る。ビブリオバトルに新規取り組み、読書量が多

い子が活躍できた。 

Ｂ 

・次年度は学校課題研究３年次、まとめ

として研究発表を予定している。より

よい研修ができるよう、研修の振り返

りを基に、研修組織の見直しや進め方

の改善を行う。 

・「カリマネデザインマップ」が活用で

きるよう、学年会・研修・職員作業等

で取り上げるようにしていく。 

・年間冊数は日常の学校図書館利用が大

きく影響するので、高学年は教科等と

図書館利用を関連付けて取り組むよう

にしていく。 

 

・全教員の授業公開が授業力と学

力の向上に寄与している。 

・全体方針と単年度目標の評価を

整理して、達成度を分かりやすく

したい。 

・ICT 活用については大人が適切

に活用をデザインしていくことが

重要である。 

・宿題以外の読書を促すため、親

子貸出や高学年の利用時間確保、

地域図書館との連携など、本に親

しむ環境づくりが必要である。 
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〈現状〉 

○R6 心と生活のｱﾝｹｰﾄ「信頼自己」肯定的回答 80％

以上だが、否定的回答児童は固定化している。 

○R6 は保護者・教職員合同でコーチング研修受講 

〈課題〉 

○教職員からコーチングの効果が聞かれる一方、児

童や保護者から教職員の児童への接し方について

課題も挙がっている。 

○Sola るーむ対応は主にｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄが担い、必要な

学級への支援が困難な場合がある。 

○けがによる保健室来室者が R6 は前年度より 93 名

増加。体力や運動能力への配慮が必要である。 

「認め・褒め・励

ます」教育を基盤

とした組織的な心

のサポート体制の

充実 

 

 

 

 

 

①全教育活動を通じて児童のよさに着目し

た「認め・褒め・励ます」教育を推進

し、保護者・地域にも周知を図る。 

②指導の根幹となるコーチング研修を継続

し、教職員のスキル向上を図る。 

③生徒指導委員会・教育相談部会合同の定

例委員会を全教職員で実施し、チーム

支援体制を構築する。 

④Solaるーむを教職員協働で運用し、教室

以外の安全安心な居場所をつくる。 

⑤運動の機会を増加し、運動や健康への意

識を高める。 

①認め･褒め･励ます教育で「考動」する児

童の育成を学校だより、諸会議等で校内

外に周知(毎月･年 20 回以上) 

②コーチングで考動した子どもの様子につ

いて報告（毎月の職員会議時）、学校評

価児童「先生はよさを褒め励ましてくれ

る」否定的回答減 

③④心と生活のｱﾝｹｰﾄ「信頼自己」否定的

回答減 

⑤けがによる保健室来室者削減、学校評価

児童「学校では進んで外遊びや運動をし

ている」向上 

①②職員集会等で学校だより巻頭言の話題を

取り上げ教職員にも周知を図るとともに、

職員会議でｺｰﾁﾝｸﾞ宣言振り返りを実施。 

③④全教員の自己評価ｼｰﾄに、児童の「信頼自

己」向上を位置付け、定例委員会で児童の

状況を全教員で共有。心と生活のｱﾝｹｰﾄ「信

頼自己」否定的回答 R6:13%→R7:11.7%で減 

 Solaるーむ利用 1月現在 0 人 

⑤けがによる来室者 R6:511人→R7:502人昨年

度より増加した月もあったが、健康委員会

キャンペーン実施で減少した。運動委員会

キャンペーンも各学期で実施。 

Ｂ 

・コーチングによる指導の効果を実感で

きた教員が増えた。コーチングはスキ

ルが必要であり効果が出るのに時間が

かかるが、児童のよさに着目した「認

め･褒め･励ます教育」にはコーチング

による指導が根幹となるので、今後も

意識して取り組むようにしたい。 

・目標値の達成はできたが、教職員対応

について保護者や児童からのアンケー

ト記述や相談があった。児童が前向き

に取り組める効果的な対応について今

後も取り組む。 

 

・コーチング導入で教員に変容が

見られ、児童理解や自己肯定感の

向上に大きく寄与している。 

・保護者もコーチングを学べる機

会があるとよい。 

・信頼自己の否定的回答が減少し

た要因を分析して、さらに展開す

るようにしたい。 

・児童の健康・安全への取組を評

価する。今後家庭との連携在り方

が課題である。 
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〈現状〉 

○学校運営協議会で児童を支える視点の確認→児童

参加→児童会活動への反映→学校生活の充実のサ

イクルができてきている。 

〈課題〉 

○R6 学校評価保護者回答では、「連携」４項目は向

上があったが、「公開」は否定的回答が 4%増え

た。児童については、「連携」肯定的回答 83％で

あったので、行事等に参加した児童以外にも地域

との連携を伝えたい。 

スクール・コミュ

ニティで推進する

児童の健全育成 

①学校運営協議会に代表委員（南風委員）

が参加し、協働した取組を実施する。 

②保護者及び地域の願いに謙虚に耳を傾

け、様々な教育活動を積極的に公開する

とともに、情報発信を行う。 

①児童委員会主体によるキャンペーンや集

会活動を学校運営協議会と協働で実施 

②全学年学期１回以上の教育活動公開、学

校ホームページ週１回以上更新 

①学校運営協議会熟議を基に、各児童委員会

で取組の実施。第3回で成果と課題を報告。

教職員・児童の地域連携意識が高まった。 

②行事公開に努め、学校評価では保護者から

好評を得た。HP は週 2,3 回の更新実施。 

Ａ 

・児童委員会とリンクしたので、特別活

動部や生徒指導部の担当教員がよく関

わった。次年度担当者が代わっても実

施できるよう、引継ぎを確実に行う。 

 

・児童が協議会へ参加し、大人と

意見を交換する取組は、協働的な

学校運営として高く評価する。 

・児童の活動を通した発信が、コ

ミュニティ・スクールや SSN の周

知に効果があった。 

・ボランティアが新規参入しやす

い環境づくり等が必要である。 

・子ども同士で誘い合い地域行事

に参加できるよう、保護者や地域

の主体的な関わりを期待する。 

家庭や地域との連

携・協働による教

育活動の展開 

①「ｶﾘﾏﾈﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟ」に、各教科の内容と

学校行事や地域との関わりを明記するこ

とで、ｽｸｰﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨとの連動を図る。 

②全学年で保護者・地域のボランティアを

活用した教育活動を実施する。 

①全学年の「ｶﾘﾏﾈﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟ」に地域関連

を記載、児童の学校評価または委員会振

返り記述に地域関連記載 

②学校評価児童「地域行事に参加」向上 

①全学年、「ｶﾘﾏﾈﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｯﾌﾟ」地域と関わっ

たり公開したりした内容を記載し、次年度

も継続していけるようにした。 

②学校評価児童 R6:83%→R7:78%と低下した

が、地域と連携した行事は各種実施した。

保護者評価で評価する記述が見られた。 

Ｂ 

・児童の認知度を高めるため、地域と連

携した行事について周知するととも

に、アンケート実施の際、地域がどの

ように学校と関わっているか、改めて

説明する機会としたい。 
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〈現状〉 

○開校 19 年を迎え、校舎や施設・設備に経年劣化が

生じ始めている。 

○教職員の時間外在校時間が R5 と比較し R6 は 14 時

間 6 分削減できた。 

〈課題〉 

○R7.1 さいたま市立学校危機管理対応マニュアル作

成指針改訂があり、見直しと研修が必要である。 

○教職員のストレスチェックでは、仕事の量的負荷

が全国平均 7.9より 9.0 と高い。 

学校安全体制の充

実 

①新危機管理対応マニュアルに基づき、施

設設備の状況を確認し、整備する。 

②児童の安心・安全を最優先とした予算を

計画的に執行して環境整備を進める。 

③屋内外運動場について、開放団体等と連

携しながら、維持管理に努める。 

①危機管理対応マニュアル研修実施(5

月)、安全点検実施(毎月 10 日前後) 

②学校評価保護者「施設・設備の有効活

用」肯定的回答 90％以上 

③安全点検等で判明した瑕疵に対応（毎月

点検後 1週間以内） 

①計画通り研修と点検を実施。 

②学校評価保護者肯定的回答 96％ 

③開放団体による整備の他、職員作業で金属

探知機を使用した屋外運動場の金属杭撤去

も実施した。安全点検後も速やかな対応を

行った。 

Ｂ 

・体育施設開放について、保護者に周知

されていないことがあったので、今後

も開放団体と連携していることを様々

な形で広報し、理解を得るようにして

いく。 

 

・施設・設備の老朽化や樹木の巨

大化への対策は緊急課題である。 

・体育施設開放団体による主体的

な教育環境整備の取組は、学校を

支える力として評価されている。 

・柔軟な働き方や休憩時間の確保

については、教職員間での対話や

意識改革が重要である。 

・保護者との円滑な連携や教職員

の業務効率化の観点から、電子連

絡帳の導入を望む声がある。 

Well-being の実現

に向けた教職員が

働きやすい環境の

整備 

①学校行事予定や日課表を不断に見直し、

児童と教職員が関わる時間の確保と教職

員の持続可能な働き方を推進する。 

②教職員の持続可能な働き方推進のため、

休憩時間の確保と勤務時間の調整を行う

とともに「定時退勤日」を設定する。 

①学校評価教職員「自らの資質を高める時

間確保」否定的回答 10％以下 

②休憩時間の確保と勤務時間の調整と「定

時退勤日」の確実な実施 

①学校評価「時間確保」否定的評価 3％ 

②休憩時間や時間外勤務は適切に調整を行っ

た。毎週水曜日の「定時退勤日」も教職員

の習慣になってきている。玄関に勤務時間

内の受付への協力を表示したが、特に要望

はなく、常掲している。 

Ｂ 

・教職員の学校評価に、時間外在校時間

について柔軟性を求める声があった。

学校 DX 部による働き方改革アンケート

では、休憩時間の意識がない教職員が

いたので、よりよい働き方についてさ

らに検討していく。 
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〈現状〉 

○教員が学びたい教科を選択する研修スタイルを実

施している。 

○経験年数の浅い教職員が多い。 

〈課題〉 

○経験値の差をカバーし、学び合う仕組みづくりが

求められる。 

○教職員のライフステージに応じた持続可能な働き

方を目指し、より働きやすい職場にしていくこと

が課題である。 

自ら学び互いに高

め合う教師集団を

つくる研修の実施 

①教職員が強みを生かした目標を設定して

研修や業務を行い、資質向上を図る。 

②学校課題研究では、自ら学びたい教科領

域を選択して授業実践を行う。自発的

な「プチ研修」も実施し、互いに学び

合う研修組織を構築する。 

①全教職員が「自分の強み」を生かし目標

を設定（５月）、研修会等参加（夏季・

２学期）、授業等の実践（２学期） 

②プチ研修振返りアンケート肯定的回答

90％以上 

①全教職員と年間 3 回の人事面談で目標と進

捗状況を確認し、研修参加、教員は全員公

開授業等実施 

②プチ研修 13 回実施、研修アンケートは集計

中だが、プチ研修継続希望が複数あり次年

度も実施予定 

Ｂ 

・若手教員が多い中、学び合う意欲の高

さを生かしながら、研修の質を高めて

いけるよう、次年度の学校課題研究の

まとめに向け、指導者を招聘し、管理

職も適切な指導助言ができるよう研鑽

を積む。 
 

・教員の頑張りを高く評価。負担

や課題を保護者等と共有し相互理

解を深める仕組みがあるとよい。 

・管理職による面談やプチ研修、

教員同士の学び合いの環境づくり

が素晴らしい。 

・外部から指導者を招聘した研修

の継続が求められている。 

・教員の熱意を大切にしつつ柔軟

な働き方の在り方が求められる。 

同僚性を高めた働

きやすい職場の実

現 

①管理職が率先して教職員の声に耳を傾け

て職員室の同僚性を高め、働きやすい

職場をつくっていく。 

①学校評価教職員「教職員同士、協力して

気持ちよく働く」否定的回答 10％以下 

①学校 DX 部「働き方改革アンケート」で教職

員の意識調査を実施。学校評価「協働」肯

定的評価 100% 
Ａ 

・「働き方改革アンケート」で自身が

「働き方改革に取り組んでいる」81%で

あったので、各教員ができることに取

り組むよう促したい。 
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